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1 はじめに 

 近年普及している SNS(Social Networking 

Service)の多くはユーザコンテンツを SNS 事業

者が一極所持しているため，必要以上の個人情

報が集まっており，プライバシーの問題がある． 

この問題を解決するため，コンテンツやソー

シャルグラフ等のユーザコンテンツを複数サー

バに分散させる分散 SNS が提案されている

[1][2][3]．たとえば VIS[2]では，ユーザが管理

するサーバにユーザコンテンツが保存されてお

り，サーバ同士がコンテンツを補完し合って SNS

を構成する．これらの分散 SNS は複数あるサー

バの運用がボランティアベースでされているた

め，サービス持続性の保証がないことが問題と

なる． 

ところで，インターネット上のサーバを介し

て複数端末間のコンテンツを同期・共有するオ

ンラインストレージサービスが利用されている．

オンラインストレージサービスは，ユーザが利

用するストレージ容量に応じて事業者にコスト

を支払っているためサービス持続性がある． 

オンラインストレージサービスである

Dropbox[5]を利用した分散 SNS に Frenzy[4]があ

る．Frenzy では，Dropbox で同期したファイル

を SNS コンテンツとして扱うことで SNS を実現

している．ただし Frenzy ではフレンド以外との

コミュニケーションができない．またフレンド

関係を定義するために，事前に Dropbox 上で同

期・共有設定が必要である．よって，やりとり

できる範囲が固定的になり，人の間のコミュニ

ティを広げるという SNS の利点が失われている

ことが問題である．  

 本研究では，フレンド関係を広げる機能を持

つオンラインストレージベースの分散 SNS を提

案する．提案システムは，ユーザが新しいユー

ザの情報を得るために，コンテンツをフレンド 

 

Design and implementation of a distributed 

SNS using online storage 

Hideyuki Wakai†, Yukio Tsuruoka‡ and 

Yoshikatsu Tada† 
† The University of Electro-Communications 
‡Nippon Telegraph and Telephone Corporation

 

 
図 1 提案システムの構成 

 

 
図 2 フレンド関係とフォルダ名の対応 

 

のフレンドへ公開する仕組みを持つ．そして SNS

からオンラインストレージへリクエストを行い，

フレンド関係を追加する仕組みを持つ． 

 

2 設計 

 提案システムは端末とインターネット上の同

期・共有サーバで構成される(図 1)．同期・共有

サーバと同期アプリケーションはオンラインス

トレージサービスとして動作する．オンライン

ストレージサービスを用いてフレンド同士の端

末間でフォルダが同期・共有されている． 

 フォルダの詳細について図 2 の例を用いて説

明する．図 2に 3人のユーザ間に作成されるフ

ォルダを示す．矢印はフレンド関係を表す．ユ

ーザ ID にはメールアドレスを使用する．たとえ

ばユーザ A(以下 A)のユーザ ID は IDA=”A@a.com”

などである．ユーザは自分の ID と同名のフォル

ダと，フレンドの ID と同名のフォルダと，さら

に自分の ID とフレンドの ID を組み合わせた名

前のフォルダを持つ．たとえば Aはフォル
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ダ”A@a.com”，”B@b.com”，”A@a.com+B@b.com”を

持つ．以降簡単のため，上記のフォルダ名を FA，

FB，FA+Bと表す．なお同名のフォルダは端末間で

共有されているものとする． 

 

2.1 フレンドのフレンドへのコンテンツ公開 

SNS アプリケーションの動作を図 2 の例で説明

する． B がフレンド向けに日記を投稿すると，

それをファイルとしてフォルダ FB に格納する．

このファイルは A と C の端末のフォルダ FB に同

期される．A の端末では SNS アプリケーションが

FB の内容をブラウザ画面に表示する．ここで A

が B の日記にコメントを書いたとき，コメント

は A の端末のフォルダ FBに格納され， A と C の

端末に同期される．C は A のコメントを閲覧でき

る．このフォルダ構成により，フレンドのフレ

ンドがコンテンツを閲覧できるので，フレンド

を増やす機会を得ている． 

 B が A だけにメッセージを送る場合は，メッセ

ージはフォルダ FA+Bに格納される． 

 

2.2 フレンド関係の追加 

 2.1 節の例を用いてフレンド関係の追加の手順

を説明する．B の日記に対する A のコメントを見

た C が A とフレンドになりたいと思ったとする．

C は SNS アプリケーション上で A にフレンド申請

を行う．C の SNS アプリケーションはフォルダ

FA を作成する．オンラインストレージサービス

はこれを検知して A にフレンド申請の問い合わ

せを行い，承認を得たら，A と C の端末間でフォ

ルダ FA の同期・共有設定をする．続いて A と C

の端末にフォルダ FA+C を作成して同期・共有設

定をする．さらに A の端末にフォルダ FC を作成

して，C の端末の FCと同期・共有設定する． 

 SNS アプリケーションはフォルダを作成するこ

とでフレンド申請ができる．また，オンライン

ストレージサービスがフォルダ構造から SNS の

セマンティクスを理解し，上記の動作を行うこ

とで SNS アプリケーションからのフレンド関係

の拡張が可能になる． 

なおフレンド申請が A により却下された場合

は，オンラインストレージサービスが C の端末

の FAを削除する． 

 

3 実装 

SNS アプリケーションは HTML と JavaScript を

用いて実装した．ブラウザは Internet Explorer 

を使用し，SNS アプリケーションからのファイル

I/O は ActiveX の Scripting.FileSystemObject

オブジェクトを用いた．またオンラインストレ

ージサービスは Dropbox を用いた． 

コンテンツを投稿する際に SNS アプリケーシ

ョンは投稿者，時刻，宛先をコンテンツの内容

と共にフォルダへ格納する．閲覧時には格納さ

れた情報を時刻順にブラウザ画面へ表示する．  

 

4 考察 

 提案システムはオンラインストレージサービ

ス上にコンテンツが集まってはいるが，以下の

理由によりプライバシー性が高いと言える． 

 まずオンラインストレージサービス[5]のプラ

イバシーポリシーは一極集中型 SNS[6]のものよ

りもプライバシー性が高い．コンテンツはユー

ザ管理下にあるため，暗号化が可能である．ま

た必要に応じて個人サーバを使うことも含め，

複数のオンラインストレージを用いることでコ

ンテンツを分散させることができる． 

  

5 おわりに  

 本研究ではオンラインストレージを用いた分

散 SNS を提案した．オンラインストレージサー

ビスがフォルダ構造より SNS のセマンティクス

を理解して SNS アプリケーションと協調動作す

ることでフレンドを追加できる． 

提案システムによりプライバシー，持続性，

拡張性を備えた SNS が実現できる． 

 提案方式はコミュニケーションを行う SNS 以

外のシステム，たとえばメールやメッセージン

グにも適用できる． 
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